
テーマ 2019年度章立て 2020年再構成・改定想定事項 改定後の構成・章立て

第1章　貧困削
減と金融包摂の
アプローチ

1.1 貧困層の実態
1.1.1 貧困の規模と貧困削減に向けた取り組み（MDGsからSDGsへ）
1.1.2 金融包摂の対象
 (1) 収入の低さ
 (2) 収入の不安定さと予測不可能性
 (3) 資産形成の低さ
 (4) 外的ショックへの脆弱性（消費水準が低下するダウンサイドリスクの大き
さ）
 (5) 人生の大きな行事への対応

1.2  金融包摂による貧困削減の可能性
1.2.1 送金・支払いサービスへのアクセス向上
1.2.2 消費/支出や投資などの平準化
1.2.3 リスクへの対応
1.2.4 所得源の多様化と所得の増加

1.3  金融包摂の貧困削減への効果に関する研究

1.4  持続可能な開発目標（SDGs）と金融包摂　(RCTによる検証結果)

【修正・構成変更】
変更なし。

【追加事項】
1.1 貧困層の実態にCOVID-19による貧困層への影響について記載。

【参考文献】
CGAP 金融包摂のインパクトの再整理
https://www.cgap.org/sites/default/files/publications/2019_07_FocusNote_Emerging_E
vidence.pdf
CGAP 金融包摂のRCTまとめ
https://www.cgap.org/sits/default/files/blog_documents/Research_Database_blog.xlsx
金融包摂の他セクターへの影響
https://www.cgap.org/blog?keywords=&stids%5B%5D=7
CGAP COVID-19関連情報
https://www.cgap.org/search?keywords=covid-19&=Search
WWB COVID-19関連情報
https://www.womensworldbanking.org/tag/covid-19/

COVID-19について、構成変更・章追加等の必要がある
か要検討。

第2章　金融包
摂を推進する
サービス

2.1  金融商品
2.1.1 支払・送金（Payment・Remittances）
 (1) モバイルマネーの支払・送金サービス
 (2) 現金による給付金や給与支払いのデジタル化
 (3) 現金給付のデジタル化の課題
2.1.2 預金（Savings）
 (1) 従来のFSPによる預金サービス
 (2) モバイルマネー口座を使った預金
2.1.3 融資（Credit）
 (1) 従来のFSPによる貧困層向けの融資
 (2) モバイルマネー口座を使った融資
 (3) 農業バリューチェーンに着目した融資
 (4) アセットファイナンス
2.1.4 保険（Insurance）
 (1) マイクロ保険市場の現状
 (2) モバイルマネー口座を使った保険
 (3) 農業保険・インデックス型保険（Index Insurance）
2.1.5 リース（Leasing）
2.1.6 非金融サービス（Non-financial Service）

2.2  デジタルファイナンス
2.2.1 デジタルファイナンスの革新
2.2.2 デジタルファイナンスのイノベーションモデル

【修正・構成変更】
変更なし。

【追加事項】
特になし。

【参考文献】
Fintech全般のリスト
https://www.cgap.org/research/publication/fintechs-and-financial-inclusion

Insur tech中心のリスト
https://cenfri.org/wp-content/uploads/Cenfri_FSDA_Insurtech-for-
development_Emerging-market-trends.pdf

第3章　金融包
摂の国際的潮流
と課題

3.1  近年の潮流（2010年以降）
3.1.1 金融アクセスの現状と進歩
3.1.2 金融アクセスを持たない17億人（女性、貧困層、若年層等）
3.1.3  貧困層向け金融のアウトリーチ
3.1.4 巨大なインターネットプラットフォーム（Big Techs）の金融サービスへの
進出
3.1.5 金融包摂におけるFintech、ブロックチェーン等の現状と影響

3.2　金融包摂への国際的な取り組み
3.2.1 G20での取り組み
3.2.2 2019年-2023年の5カ年戦略（CGAPⅥ）
3.2.3 昨今のCGAP総会における議論

3.3　金融包摂の課題と取組み
3.3.1 最貧困層への到達（卒業アプローチ）
3.3.2 女性への金融包摂
3.3.3 小規模農家のニーズと金融サービス
3.3.4 移民・難民（Displaced People）への金融サービス
3.3.5 若者（Youth）への金融サービス
3.3.6 零細・中小企業（MSMEs）向けの金融サービス（"Missing Middle"の問
題）

【修正・構成変更】
CGAPワークプランFY21の情報を更新

 【追加・参照文献】
3-1 近年の潮流にCOVID-19 による影響を記載。

GAFA等新たなプレーヤーの金融包摂への影響について、追加文献があれば

AI等新たな技術が金融包摂にもたらす影響、新たな情報があれば追加
https://m.youtube.com/watch?feature=youtu.be&v=vsnX5HhQcXY

CGAP COVID-19関連情報
https://www.cgap.org/search?keywords=covid-19&=Search

第4章　顧客中
心のアプロ―チ

4.1  顧客中心のアプローチ（CGAP Customer-Centric Guideより）
4.1.1 顧客中心主義アプローチの背景・概要
4.1.2 顧客中心主義アプローチの導入に必要な3つの変化
4.1.3 顧客中心主義ガイドのプロセスとツール
 (1) 顧客から学ぶ（Learn from Customer）
 (2) 顧客と共に解決策をデザインする(Design Solutions)
 (3) 顧客に届ける体制を整える（Organize for Delivery）

【修正・構成変更】
変更なし。

【追加事項】
特になし。

【参考文献】

第 5 章 金 融 包
摂 に お け る 政
府・ドナー・民間
の役割

5.1  マクロレベル
5.1.1 マクロ経済の安定
5.1.2 金融包摂政策・戦略
5.1.3 法規制・監督
5.1.4 デジタル金融分野の法規制・監督

5.2  メゾレベル
5.2.1  資金決済・送金システム
5.2.2  公的ドナー・民間からの資金供給
5.2.3  卸売機関（APEX）
5.2.4  信用保証制度
5.2.5  情報管理制度

5.3  ミクロレベル
5.3.1 政府・ドナーによるミクロレベルでの支援
5.3.2 政府による融資事業とその課題

5.4  ドナーによる支援と役割、近年の潮流
5.4.1 金融包摂のためのマーケットシステムアプローチ
5.4.2 マーケットシステムアプローチの評価(CGAPのハンドブック)
5.4.3 金融包摂のための国際的なネットワークを通じた取り組み

【修正・構成変更】
変更なし。＜昨年度の評価会ではスリム化の必要有りとされていた為、講義で取り上げるもの
の選別が必要＞

【追加事項】
特になし。

【参考文献】
Fintech全般のリスト
https://www.cgap.org/research/publication/fintechs-and-financial-inclusion

Insur tech中心のリスト
https://cenfri.org/wp-content/uploads/Cenfri_FSDA_Insurtech-for-
development_Emerging-market-trends.pdf

第 6 章 事 業 実
施における金融
包摂視点の活用

6.1　金融包摂視点のEnablerとしての組み込み
 プロ研内容の概要をレビュー

6.2　顧客中心主義に基づく金融サービスの拡充
　昨年演習で行ったところをテキストにも記載

6.3　プロジェクトのマイクロファイナンスコンポーネント
①プロジェクトのMFコンポーネントの取り組みと教訓
②MFコンポーネントの構築・実施に際してのアプローチ
③自助グループの設立と運営方法

【修正・構成変更】
変更なし。＜昨年度の評価会ではスリム化の必要有りとされていた為、講義で取り上げ
るものの選別が必要＞

【追加事項】
特になし。

【参考文献】

2020年度能力強化研修「金融包摂と貧困削減」に係る教材改訂業務　
【2020年度 テキスト教材改訂方針（案）】



第7章 事例の紹
介と教訓の抽出

7.1　金融包摂とJICAの事例
7.1.1金融包摂に関する近年のJICAの注力分野
① 政府による現金給付と連携した金融包摂の推進
② 貧困層向けのマイクロ保険
③ 小規模農家への金融アクセス改善のための支援
④ ジェンダー平等と女性の金融包摂の促進
⑤ 貧困層に寄与する金融サービスマーケットの形成に向けた調査・支援
⑥ 他の開発課題分野の案件における現地の金融機関やモバイルマネーの
連携・活用

7.2  他ドナーの事例
7.2.1 金融包摂に関する国際的な取り組み－近年の潮流
① DFID: Financial Sector Deepening 　～包摂的な金融マーケットの構築を
支援～
② WWB (Women’s World Banking)  ～女性に焦点を当てた金融包摂の取組
み～
③ UNCDF 　～幅広い金融包摂促進支援～
④ ビル＆メリンダゲイツ財団　～デジタルファイナンスの推進～
⑤アフリカ開発銀行 ～デジタル金融包摂推進のための投資ビークル～

【修正・構成変更】
変更なし。＜昨年度の評価会ではスリム化の必要有りとされていた為、講義で取り上げ
るものの選別が必要＞

【追加事項】
他ドナーの金融包摂に係るプログラムについて、最新事例をテキストに反映する。
JICAプロジェクトの事例はJICA側が更新を担当する。

【参考文献】


